
学校概要および学校経営計画(令和 5年度 ) 

◎概 要 

 本校は、冊封使禄「中山伝言録」に記されている「鶴頭山」通称「ガーナー森」に隣接し、近くに、

マングローブや水鳥の観察もでき、ラムサール条約にも登録された漫湖、更には、近くに奥武山運動

公園があり、学習環境に恵まれている。また、都市モノレールの開通により、奥武山公園駅からも近

く交通の便も良く、通学に便利である。 

本校は昭和 37 年（ 1962 年）に琉球政府立として認可され、昭和 38 年（ 1963 年） 4月に那覇

市で首里高校、那覇高校に次ぐ 3 番目の普通高校として開校して以来 5９年目に入っている伝統校

である。文武両道の下、 令和６年 3月 1日現在で 27,528 人の卒業生を輩出している。 

文武両道の進学校の復活をめざし、平成 10 年度より、大学等の上級学校への進学を目指す「普通

コース」、進学及び情報化時代に対応できる人材を育成する「情報ビジネスコース」 、進学及び芸術

的才能を伸張する「芸術教養コース」の ３コースを設置している。また、「普通コー ス」に特進クラ

ス 1クラスを設け、さらに学力の強化を図っている。学校規模は、 1年９学級、 2年９学級､ 3年

９学級で合計 ２７ 学級の大規模校である。 

１ 教育目標 

教育基本法及び本県教育目標に基づき、学校、保護者、地域社会との連携のもと、人間尊重を

基本とし、将来社会に貢献できる高い理想と豊かな人間性を持った知・徳・体のバランスのとれ

た人材を育成する。 

２ 教育ビジョン 

 （１）育てたい生徒像 

     「鏡の訓」(明るい心、清い心、真の心、人を愛する心)のもと、生徒一人ひとりの健康・安全

の意識を高め、「豊かな心」、「健やかな身体」、「確かな学力」を養成し「生きる力」を育む。 

① 高い志と耐性を備えた生徒 

② 清らかな心と凜とした態度で未来の夢を語れる生徒 

③ 自分を律することができる生徒 

④ なにごとにもがむしゃらに取り組むことのできる生徒 

⑤ 常に感謝の心を忘れない生徒 

 （２）めざす学校像 

   「鏡の訓」のもとで ①明朗 ②清廉 ③誠実 ④敬愛を校訓とする。コース制・特進クラス

の特性を生かし、「学力向上」に努め、特別活動や部活動等の自主的活動が活発で地域・保護者

から信頼される「文武両道」の魅力ある学校作りに取り組む。 

① 生徒の夢実現に向けた学力向上と進路指導の充実を図る。 

（進路希望の初志貫徹、進路決定率９０％以上、国公立大学合格者３０名以上） 

② 「人間関係形成」、「社会参画」、「自己実現」の三つの視点を踏まえて、特別活動や部活

動の活発な学校をめざす（部活動加入率８０％以上） 

③ 「チーム小禄」としての組織体制作りをめざす（報告・連絡・相談を確実に行い、教職員相

互の共通理解を図り、信頼関係を築くとともに、働きやすい職場環境作りに取り組む） 



３ 学校経営方針 

 （１）教職員、生徒、保護者が相互に敬愛し、健康・安全を基盤に、活力ある教育活動を行う 

 （２）生徒の夢実現に向けた早期の進路決定に取り組み「チーム小禄」としての組織体制作りを強化

する。 

 （３）「生徒の心に火を着ける」プロ意識を持った教師集団を形成する（職員研修の推奨） 

 （４）各コ－ス及び特進クラスの特色を生かした教育活動を行う 

（５）生徒一人ひとりに光を当てた教育活動を展開する。 

 （６）生徒理解に努め、家庭との連携を緊密にし、基本的生活習慣の確立を図る 

 （７）法令遵守に則り、適切な文書事務と予算及び物品・施設管理に努める 

 （８）危機管理を徹底し、安全・安心して学校生活が送れるようにする 

４ 重点目標 

  学校経営方針に則り、教育目標の実現を目指し、導く教育を基本に据え、協働体制を強化し、次の

事項について鋭意努力する。 

（１）「指導と評価の一体化」に向けた組織的な取り組みの充実を図る（授業研究、教科会、研修会

の充実） 

（２）教育課程の研究を推進し、よりよい教育課程を編成する 

（３）「総合的な探究の時間」の計画及び指導体制の充実を図る 

（４）多様性を尊重し、協調し支え合う精神を醸成する 

（５）ハードルを下げない進路指導の徹底及び学習環境の整備に努める 

（６）部活と学習の効率的な両立に向け、生徒の意識改革と手立ての支援に努める 

（７）自主学習時間の充実と家庭学習の習慣化を図る (隙間時間の有効活用等） 

（８）防災意識を高め、防災・減災体制の充実を図り、生徒の危険回避能力を育てる 

（９）ＰＴＡ・同窓会・後援会・地域との連携強化を図る 

５ コ－スの目標と指導の基本 

（１）普通コ－ス 

     「文系」、「理系」の２類型と「特進クラス」で構成し、国公立及び私立大学入試に対応でき

る学力を養成する。 

① 生徒の多様なニ－ズに合った選択科目を設置し、大学・短大・専門学校への進学、企業等へ

の就職ができる能力を育成する。 

② 早朝講座・課外講座等を実施し、主要科目の授業時数増を確保し、生徒の実力アップを図り、

国公立大学への進学ができる学力を育成する。 

③ 特進クラスは早朝講座、対外模試を必修とし、学年進行時に学習意欲、進路、学力、適性等

をもとに普通コ－ス内でクラス替えを行う。 

（２）情報ビジネスコ－ス 

① 情報化時代に対応し、文系大学等入試に対応できる学力を養成する。 

② 情報処理検定一級、簿記・ビジネス計算実務検定二級以上、他各種検定の資格取得をめざす。 

③ 情報処理技術の修得と文系大学等の進学に対応出来る能力を育成する。 

（３）芸術教養コ－ス 

① 芸術的才能を養成し、芸術系及び文系大学入試に対応できる学力を養成する。 

② 各種コンク－ル等への作品応募及び出演する能力を育成する。 

③ 校内外における展示会及び演奏会を開催できる能力を育成する。 

④ 芸術系及び文系大学等の進学に対応できる学力を育成する。 


